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全体概要

24/10/30 東京都様から採択事業者のリリース

■概要
24/10/29の助成金審議会後、見積情報等を追加提出させて頂き24/12/9に正式に
助成金交付決定を頂きました。
本報告では実証事業の実績報告を致します。
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事業の現地写真

東京体育館周辺での設置の様子 2025年8月20日夜 小池百合子 東京都知事による現場視察の様子
（左から都知事、リコー 山下会⾧、リコージャパン 花井執行役員）
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【小池都知事コメント抜粋】
・照度が低くても発電して、自立型電源で発電し足元を照らすということで非常に優れモノ
・デザインも優れていると思う、早期の社会実装にも期待

25年8月20日に知事視察を実施頂き、実証検証をスタート
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補助金適用による効果
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庭園灯製品開発・製造検査設備開発Airソーラー開発項目

庭園灯筐体設計変更回路の最適化検査治具の新規開発インクジェット工法検討Airソーラーの
構造設計最適化検討項目

低照度から発電出来る Air
ソーラーにあった回路設計に

なっておらず、発電電力を効率
よく充電できない

IV測定（電気測定）

スピンコートによる塗工
生産基板サイズ

（特許出願のため詳細の記
載は控えます）

Before
現状

幅広い照度域で発電Airソー
ラーの特性に併せた回路の設
計により、効率よく充電が可能

新規開発した検査治具を
用いた検査

インクジェットによる塗工
生産基板サイズ

発電層塗工方法の変更に
より耐久性が向上

After
補助金活用後

点灯照度 10倍
0.1lx → 1lx

点灯時間 2倍以上
3h → 8h

*最大14h点灯可
生産性4.5倍生産性9倍・単位発電量10%向上

・耐久性30%向上
見込まれる

定量効果（目標）

直下:10lx
横3m:0.1lxLED点灯8h生産性4.5倍生産性9倍・単位発電量29%向上

・耐久性約50%向上
得られた
定量効果
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今後の方針
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■今後の方針
製造効率の改善、コスト低減、性能の向上が図られたことから、
早期の事業化に向けて検討を進める。
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